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平成２9年度の調査予定遺跡

名古屋市博物館にて開催！
2017年12月   2日（土）3日（日）

2017考古学の祭典

考古学セミナー考古学セミナー
平成 29 年度　発掘調査成果報告会

平成30年３月開催予定！
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連続歴史講座 今年は4回開催！

縄文・弥生時代の食と文化に
ついて専門の講師が解説。

2017年　春の埋文展　入館者数まとめ

56

▲「埋文桜ニュース」

1 目的と概要
愛知県埋蔵文化財センターの発掘調査によ

り出土した資料を広く公開するとともに、歴史
講座や体験プログラムなど多彩な企画を通じ
て、県民の埋蔵文化財に対する理解を深め、文
化財保護意識の向上を図ることを目的とした。

2017年度は、春に愛知県埋蔵文化財調査セ
ンターと共催し、新出土品展と重要文化財の特
別公開を行った。秋には愛知県埋蔵文化財調
査センター２階の常設展の展示物の入れ替え
を行った。展示物の入れ替えに伴い、展示解説
やワークショップ、バックヤードツアーなどの
関連行事を行った。また4回の連続歴史講座も
実施した。12月には、名古屋市博物館において、
当センター・名古屋市博物館の2者が主催する
考古学セミナー「あいちの考古学2017」を行
った。他に公益財団愛知県教育・スポーツ振興
財団の関連施設である愛知県青年の家におい
て講座をおこなった。

2 春の埋蔵文化財展「やとみ新発見展！」
１）会場：愛知県埋蔵文化財調査センター
２）会期
  平成29年4月1日（土）から４月16日（日）
３)開催趣旨

弥富市にある「愛知県埋蔵文化財調査セン
ター」にて、「やとみ新発見展（しんはっけんで
ん）！」と題して、昨年度の発掘調査成果につ
いて、展示解説を実施。入館無料。
4）内容
 ○埋文桜ニュース発行
 ○展示
  ２階 資料管理閲覧室
    「考古楽さんぽ」展
  ２階 収蔵庫C 
 「新出土品展2017」
 「土器クロニクル」展 

   １階 ロビー ２階 廊下 パネル展示
 配布資料：埋文桜ニュース（遺跡の概要説明）
   ペーパークラフト（パレス土器）
   遺跡の紹介しおり

▲春の埋文展　入館者数

5)考古楽縁日
埋蔵文化財展の開催初日２日間は、弥富市

社会教育センターで「やとみ春まつり」が開催
されるのに合わせ、埋蔵文化財および当セン
ターの活動を周知する目的で「考古楽市2017」
を実施。

○キネクトゲーム 
 ＊参加者数：882名（２日間のべ）

 6）その他
外部より開館していることがわかるよう、

布製の垂れ幕や、ノボリを多数設置。また「や
とみ春まつり」会場にて、チラシの配布を行う。
期間中、愛知県埋蔵文化財調査センターが国指
定重要文化財である「朝日遺跡」の遺物を展示。
また縁日開催日には調査センターが輪投げと
火起こしのイベントを開催した。
  ＊全期間中の来館者：1,278名

平成29年度 埋蔵文化財展

3 秋の埋蔵文化財展
常設展示を行っていた調査センター2階の資

料管理閲覧室と収蔵庫Cの展示を、刷新し、関
連事業として「連続歴史講座」、「バックヤード
ツアーと考古学体験」、「展示解説とワークショ
ップ（埋文市民大学）」を実施した。
１）会場：愛知県埋蔵文化財調査センター ２階
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社会教育センターで「やとみ春まつり」が開催
されるのに合わせ、埋蔵文化財および当セン
ターの活動を周知する目的で「考古楽市2017」
を実施。

○キネクトゲーム 
 ＊参加者数：882名（２日間のべ）

 6）その他
外部より開館していることがわかるよう、

布製の垂れ幕や、ノボリを多数設置。また「や
とみ春まつり」会場にて、チラシの配布を行う。
期間中、愛知県埋蔵文化財調査センターが国指
定重要文化財である「朝日遺跡」の遺物を展示。
また縁日開催日には調査センターが輪投げと
火起こしのイベントを開催した。
  ＊全期間中の来館者：1,278名

平成29年度 埋蔵文化財展

3 秋の埋蔵文化財展
常設展示を行っていた調査センター2階の資

料管理閲覧室と収蔵庫Cの展示を、刷新し、関
連事業として「連続歴史講座」、「バックヤード
ツアーと考古学体験」、「展示解説とワークショ
ップ（埋文市民大学）」を実施した。
１）会場：愛知県埋蔵文化財調査センター ２階

2017年 秋の埋文展入館者数
イベント 参加者数

10月7日 （土） ワークショップ１（12名） 26
10月8日 （日）
10月9日 （月） ワークショップ２（７名） 18
10月10日 （火） 4
10月11日 （水） 11
10月12日 （木） 3
10月13日 （金） バックヤードツアー（12名）・考古学体験（14名） 48
10月14日 （土） 連続歴史講座１（13名） 37
10月15日 （日）
10月16日 （月） 8
10月17日 （火） 1
10月18日 （水） 3
10月19日 （木） 6
10月20日 （金） 10
10月21日 （土） 連続歴史講座２（18名） 35
10月22日 （日）
10月23日 （月） 3
10月24日 （火） 0
10月25日 （水） 7
10月26日 （木） 24
10月27日 （金） バックヤードツアー（7名）・考古学体験（13名） 28
10月28日 （土） 連続歴史講座３（17名） 29
10月29日 （日）
10月30日 （月） 3
10月31日 （火） 8
11月1日 （水） 7
11月2日 （木） 5
11月3日 （金） ワークショップ３（13名） 31
11月4日 （土） 連続歴史講座４（15名） 56

411

ワークショップ 32
バックヤードツアー 19

考古学体験 27
連続歴史講座 63

合計 141

57

▲秋の埋文展　アンケート結果 ▲展示解説パンフレット

▲秋の埋文展　入館者数 ▲秋の埋文展　広告チラシ

２）内容：
  収蔵庫C:展示１
   「食と文化の考古学 煮炊きの道具の変遷」
  資料管理閲覧室:展示2
   「石の道具の歴史」
３）会期：平成29 年10 月7 日（土）〜

 11月4日（土）
４)資料配布：展示会と関連行事の告知のため、

 県内外の複数箇所に資料配布を行った。県内市
 町村教育委員会、図書館、関連博物館・資料館、
 考古学関連大学、近隣住民への回覧板配布。上
 記の配布箇所に加え、今年度より新たに、近隣

 中学校、県内高等学校、近隣に所在する県立施
 設（水産試験場や土地改良区など）や駅、病院、
 銀行、商工会、コニュニティーバスなどへのポ
 スター掲示を依頼した。新たな配布先を増やし
 た結果、新たな来館者が増えたことが、アンケ
 ート結果から推測できた。

資料管理閲覧室 常設展示

石の道具の歴史

1

展示解説シート

有舌尖頭器
【縄文時代草創期】

上品野西金地遺跡（瀬戸市）

局部磨製石�（左）
台形様子石器（上中2）
ナイフ形石器（上右）

石刃?（下左）
削器（下右2）

【後期旧石器時代】
上品野遺跡（瀬戸市）  

後期旧石器時代～縄文時代草創期
　後期旧石器時代初頭には、台形様石器と局部磨製石�が出現し

ます。台形様石器はのちにナイフ形石器に替わりますが、ナイフ

形石器や局部磨製石�は、世界の他の地域では出土しない、日本

列島で独自に発達した石器でした。ナイフ形石器は、槍先などの

利器であったとされる石器で、使用される石材に対応して、作ら

れる際に特定の工程（技法）をとるものが知られています。

　後期旧石器時代の終りには、細石器が登場します。この技術は、

細い縦長剥片（細石刃）を連続して作り出すもので、木や骨の細

長い柄に刃をいくつも差し込んで大きな槍にしたと言われています。

　氷河期が終り、気候の温暖化により狩猟対象動物が中型から小

型獣に変化した頃、縄文時代へと移っていきました。はじめの草

創期には新たな器種が出現します。代表的なものとして、槍先と

なる、木葉形尖頭器や有舌尖頭器があります。また、弓矢の登場

により、石鏃が作られるようになりました。

きゅうせっきじたい

せっき　　　　　　　　せきせいひん

こ う き き ゅうせ っ き じ だ い　　　　　　　　　　だいけいよう　　　　　   き ょ く ぶ ま せ い せ き ふ

　ヒトは、さまざまな場面で道具を作り出し、活動の幅を広げてきました。道具は、当時利用できたい
ろいろな素材から製作されいます。その中の身近な素材として、石がありました。
　石の道具は、旧石器時代以降、人類誕生から現在まで、長く使われ続けています。この間、地域や時
代によりさまざまな種類や形の石の道具が作られてきました。このことから、特定のモノが文化的な指
標として取り上げられることが、しばしばあります。
　石の道具が、考古遺物として扱われる場合、これらは "石器 " とか " 石製品 " などと呼ばれます。一
般的に、” 石器” は特に実用的な性格の強いものについてのものを指し、” 石製品” は装飾性および精神
性の強いものについて呼ばれることが多いようです。
　本展示では、これら” 石の道具” を、愛知県下で出土した資料を用いて、後期旧石器時代から通史的
に展示しています。

さいせっき

たてながはくへん

じょうもん

もくようがたせんとうき　　　ゆうぜつせんとうき

食と文化の考古学

煮炊きの道具の変遷
　今から 1万 5千年前頃、日本列島で土器が作られるようになりました。　縄文時代のはじまりです。
　土器のはじまりは、深鉢という煮炊きの道具からでした。土器は、ドングリのアク抜きのために出現した
といわれています。
　しかし、土器の出現は、それにとどまりませんでした。水を用いて、煮るもしくは炊くという調理方法が
初めて可能となり、食料調理の幅は飛躍的に広がったと考えられます。
　弥生時代以降、現代に至るまで、煮炊きの道具である鍋・甕の類いは、調理具として常に重要な位置を占
めていました。ヒトの生活には切っても切り離せないものとなったのです。
　今回、調査で見つかった炉跡などの火床の変遷とともに、煮炊きの道具の変遷を、通史的に展示していま
す。煮炊きの行為が、ヒトの活動のなかでいかに大切なものであったかを、感じていただければと存じます。

じょうもんじたい

や よ い じ た い なべ　　かめ

ろあと　　　　　　　ひどこ

ふかばち

1

展示解説シート

集石炉跡【縄文時代早期以降か】
滝瀬遺跡（設楽町）

炉穴【縄文時代早期】
石座神社遺跡（新城市）  

八王子遺跡（瀬戸市）

※本シートに掲載しています
　　土器図面の縮尺は、すべて10分の１です。

深鉢【縄文時代早期】

モリ下遺跡（新城市）

　日本列島にはじめて登場した土器は、口縁側へと径の

広がる、深鉢といわれる形のもので、煮炊きをするため

に作られたといわれています。

　底の部分が尖っているのは、火床からの被熱効果を高

くするためであったとも考えられています。

縄文時代
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趣旨：秋の埋蔵文化財展に合わせた講座で、発掘調査により発見された資料から、狩猟・採集・耕作から
  調理に至る分野についての研究成果を一般の方向けではあるが、興味・関心を広げ、より深い理解
  を目指す。
会場：愛知県埋蔵文化財調査センター２階 研修室
内容：縄文から弥生にかけての食文化に関する考古学講座で、縄文時代の植物食について２回、弥生時
  代の動物利用について１回、弥生時代の農耕耕作について１回の計４回開催した。また講座形式が
  主体であるが、毎回の講座後半には、どんぐりを用いた体験や遺跡からの出土遺物の観察、復元道
  具の使用体験を行い、併せて講座担当者からの具体的な解説も行った。
   今回の連続歴史講座では、縄文時代の植物食の第１回と第２回にどんぐりの粉砕処理（第１回） 
  と粉砕したどんぐり粉から豆腐の作成（第２回）を行った。そのため、参加は事前の申し込み制と 
  し、埋蔵文化財展チラシ配布、ホームページ公開などによる広報を行い、主に電話による受付をした。
  時間は毎回土曜日の午後１時から午後３時で、参加費は無料で行った。

  第１回 10月14日（土） 「どんぐり食体験 前編」  川添 和暁
    第２回 10月21日（土） 「どんぐり食体験 後編」  川添 和暁
    第３回 10月28日（土） 「弥生時代の狩猟と漁撈」  宮腰 健司
    第４回 11月4日（土） 「弥生時代の稲作と農具」  樋上 昇

参加者数
 第１回 12名  第２回 18名  第３回 16名  第４回 15名  のべ 60名

▲10月14日 ▲10月28日

▲10月21日 ▲11月4日

連続歴史講座 「縄文・弥生の食文化」
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▲木製品水槽の見学 ▲特別収蔵庫の見学

▲樹種同定の解説 ▲木製品PEGの拭き取り

目的：バックヤードツアーや考古学の体験イベントを通じて、当センターの事業を紹介する。
期間：10月13日（金）、10月27日（金）
  ＊両日とも内容は同じ。参加費無料。事前登録制。当日参加可。
受付：バックヤードツアー 10時30分 考古学体験 13時
会場：愛知県埋蔵文化財調査センター
内容：バックヤードツアー、考古学体験ともに木製品に関する業務を紹介。鬼頭剛と酒井俊彦がツアー・
  ガイドを担当。
 ○バックヤードツアー：出土した木製品がセンターに運ばれてから保存処理が施され（保存科学処理
  室）、特別収蔵庫に保管されるまでの作業工程を紹介。後半は樋上昇による木製品の解説。27日（金）
  にはクローバーTVの取材があり、ツアーの様子が放映された。
 ○考古学体験：前半は堀木真美子による科学分析室にて顕微鏡を使用した樹種同定の解説。後半はポ
  リエチレン・グリコール（PEG）含浸槽から保存処理が完了した木製品の取り出しと、PEGの拭き取
  り作業の体験。
参加者数：
 ○バックヤードツアー
  10月13日（金）-12名  10月27日（金）-7名  のべ参加者数 19名
 ○考古学体験 
  10月13日（金）-14名  10月27日（金）-13名   のべ参加者数 27名
備考:バックヤードツアーは、日常の整理事業などを見学することから、平日開催とした。参加について
  は、これまで申込不要としていたが、今年度については他の事業との関係から、事前申込が必要と
  した。このことにより参加者数が減少するかと思われたが、予想に反し、ほぼ10名以上の方々の参
  加があった。中には、参加のために勤務先での時間休を取ったという参加者もいた。事前申込制は、
  参加者も開催側も「開催の約束」という点で有効であった。また、今回は木製品をテーマとしたイベ
  ントであったが、参加者の中には土器類の体験・解説を強く希望される方もおり、急遽整理作業エ
  リアで解説を行った。

バックヤードツアーと考古学体験
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１ 埋文市民大学開校の目的

 当センターでは、これまでにも多種の普及事業を行なってきた実績があり、着実に考古学および埋蔵
文化財について関心を持って頂くように努めてきた。体験型講座とされるワークショップも同様であり、
埋蔵文化財事業の理解に寄与してきた。
 ただし、これまでの普及事業では、講師と受講者との関係が明確で、講師が教授するものがほとんで
あったと言える。
 今回のワークショップの目的は、考古学における研究考察を体験するものである。実物の資料に触れ
て、そこからどのような情報を引き出すのかを自由に討論することを目指した。

2 埋文市民大学の内容
  今年度は計３回を以下の内容で実施した。

１回目 10月7日（土）「焼き物について」  
    目標：焼き物の時代順を考える
    （焼き方・胎土・作り方・形・文様などで、時代により変化していることを実感する。）
 
２回目 10月9日（月・祝）「石器について」
    目標：石器の時代と使われ方を考える
    （器種・形・作り方・使われ方などで、時代により変化していることを実感する。）

３回目 11月3日（金・祝）「骨・貝殻について」
    目標：当日の食料事情を考える
    （遺跡周囲がどのような環境の場所で、かつどのようなものを重点的に採取したかを実感する。）

１回２時間程度で、次第は以下の通りである。

 １.職員紹介とワークショップの趣旨、遺物の取り扱いなど最低限の注意事項の説明。
  参加者のグループ分け。【10分程度】
        
        1グループ参加者4人程度にする。

 2.まずは、何も誘導しない状態で、参加者独自で観察・考察を行う。【20分程度】
        
        しばらく様子をみて、適切な頃合いに職員が観察ポイントを示す。

 3.観察ポイントの指摘を受けて、さらに参加者が観察・考察をして、その結果をB紙にまとめる。
  【40分程度】
        
        どうしてそのような結果になったのかの理由をできるだけ詳細に語っていただく。

 4.分析結果をグループごとに発表する。【30分程度】

 
 5.最後に、職員側から考古学的事実を示す。【20分程度】

３ 埋文市民大学の成果と意義
 参加者は、考古学的知識の問わずに参加しており、かつ限られた情報のみで観察し、自由に議論をし
て頂くことになる。従って、発表内容について理由と結論が論理的につながっていれば、今回のワーク
ショップの第一の目的が達成されている。参加者が導き出した発表内容について、考古学的事実と異な
っていても不正解にはならない。参加者においてはモノの観察からの検討という、能動的な結論を得る
達成感がある。また、主催者側からすると、限られた情報のみでの論理的に導き出された発表には、研究
上の参考になる意見を頂くこともある。一方で、会の最後に考古学的事実を伝えすることは忘れてはな
らず、発表内容の差異を参加者とともに共有することが重要となるのである。

ワークショップ「埋文市民大学」
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▲焼き物について　発表風景1 ▲焼き物について　発表風景2

▲焼き物について　観察風景1 ▲焼き物について　観察風景2

▲石器について　発表準備 ▲石器について　発表風景

▲石器について　観察風景1 ▲石器について　観察風景2
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第6回 考古学セミナー「あいちの考古学2017」の記録

第６回考古学セミナー「あいちの考古学 2017」の記録
概 要：
 考古学セミナー「あいちの考古学」は、愛知県内および近隣地域で活動する県・市町村教育委員会、
公益財団法人、大学、特定非営利活動法人（NPO）、研究グループ、関連企業などが一堂に会して遺跡
調査と考古学に関係する研究成果を広く一般に公開し情報を共有することを目的に、平成 24 年度より
開催している。名古屋市博物館が会場となって４年目となる今回も継続参加者を含む多数の来場者で賑
わった。
主 催：名古屋市博物館・愛知県埋蔵文化財センター
日 時：平成 29 年 12 月２日（土）午後１時から午後 4 時
         12 月 3 日（日）午前 10 時から午後 4 時
会 場：名古屋市博物館 講堂・展示説明室
参加者数：12 月 2 日（土）162 名、12 月 3 日（日）232 名、合計 394 名
出展団体・個人：プレゼンテーション 11、ポスターセッション 16（エントリー制）
講 演：梶原義実（名古屋大学大学院人文学研究科准教授）
セッション：木村有作（名古屋市教育委員会）ほか３名
配布資料：『あいちの考古学 2017』450 部（無償配布）
◎ 12 月 2 日（土）午後１時から午後 4 時
＜プレゼンテーション＞
13:10 〜 13:30「愛知県新城市萩平遺跡 A 地点隣接地第５次調査の成果」社本有弥（愛知学院大学大学院）
13:30 〜 13:50「縄文時代の長良川中・上流域における下呂石利用」山内良祐（名古屋大学大学院）
13:50 〜 14:10「古城山窯跡第１次発掘調査報告」伊藤真央（愛知学院大学大学院）
14:40 〜 15:00「平成 28 年度 畑間遺跡発掘調査成果報告」安津由香里（東海市教育委員会）
15:00 〜 15:20「岐阜県富加町夕田地区前方後円形墳墓群の調査について」島田崇正（富加町教育委員会）
15:20 〜 15:40「安城市桜井城の発掘調査成果」石井香代子（安城市教育委員会）
15:40 〜 16:00「犬山焼の世界観」井上あゆこ（犬山市文化史料館）
◎ 12 月 3 日（日）午前 10 時から午後 4 時
＜プレゼンテーション＞
10:10 〜 10:30「寝屋川市・高宮廃寺の宝物」白樫 淳（株式会社アコード）
10:30 〜 10:50「栗栖プロジェクト成果報告〜犬山市栗栖における地域協働の分布調査〜」
       大塚友恵（NPO 法人ニワ里ねっと）
11:10 〜 11:30「北野田Ｂ遺跡の発掘調査成果報告」尾崎綾亮（愛知県埋蔵文化財調査センター）
11:30 〜 11:50「国史跡久留倍官衙遺跡 ( 古代の朝明郡衙 ) の史跡整備」清水政宏（四日市市教育委員会）
＜講 演＞
13:00 〜 14:00「古代寺院の成立と地域社会」梶原義実（名古屋大学）
＜セッション＞
14:00 〜 14:10 趣旨説明 永井邦仁（愛知県埋蔵文化財センター）
14:10 〜 14:30 基調報告１「尾張元興寺とその景観」 服部哲也（NPO 法人ニワ里ねっと）
14:30 〜 14:50 基調報告２ 「熱田台地の古代集落遺跡」木村有作（名古屋市教育委員会）
14:50 〜 15:30 パネルディスカッション
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＜ポスターセッション・出版物案内＞（12 月 2 日・3 日開催）
（１）「平成 29 年度 設楽地区の調査」愛知県埋蔵文化財センター
（２）「蒲郡市平古古墳・竹谷城古墳出土遺物の科学分析」松田 繁（蒲郡市博物館）ほか
（３）「地方における終末期古墳の墓域と周辺環境」植木萌（名古屋大学）
（４）「平成 28 年度畑間遺跡発掘調査成果報告」安津由香里（東海市教育委員会）
（５）「尾北窯出土須恵器の調査」大西 遼（愛知県陶磁美術館）
（６）「名古屋市内の民間発掘調査事例について」吉村 晶（株式会社イビソク）
（７）「遺物の分析調査—考古学・保存科学からの事例紹介—」須山貴史（株式会社イビソク）
（８）「遺物の分析調査—各種分析手法とその活用—」竹原弘展（株式会社パレオ・ラボ）
（９）「興道寺廃寺の発掘調査成果」松葉竜司（福井県美浜町教育委員会）
（10）「鈴鹿市国分町所在の三寺院について」吉田真由美（鈴鹿市考古博物館）
（11）「犬山焼の世界観—犬山焼と丹波焼・三田焼」
   犬山焼ミュージアム（青木修 井上あゆこ 佐久間真子 中野耕司 鈴木智恵）

（12）「国史跡 久留倍官衙遺跡（古代の朝明郡衙）の史跡整備」清水政宏（四日市市教育委員会）
（13）「寝屋川市 高宮廃寺の宝物」白樫 淳（株式会社アコード）
（14）「近代庭園の調査と活用〜旧林家住宅庭園の事例」久保禎子（一宮市尾西歴史民俗資料館）
（15）「栗栖プロジェクト成果報告〜犬山市栗栖における地域協働の分布調査〜」
   大塚友恵（NPO 法人ニワ里ねっと）

（16）「森浩一文庫について」銅坂有紗（春日井市教育委員会）
（17）考古学フォーラム「考古学フォーラムのご案内」
（18）豊田市文化財課市史編さん室『新修 豊田市史』のご案内
（19）愛知県 県史編さん室『愛知県史』のご案内

▲ポスターセッション ▲設楽ダム関連遺跡の展示

▲ポスターセッション会場▲講堂
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